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※それぞれの過程のグラフについて 実際は数値.
　グラフは「月光」から引用した.
　http://fructus.u-aizu.ac.jp/gekko_info/
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II.現状のデータ流通における
　データタイプと変換プロセス

ユーザの変換プロセスの関わり方

①観測時の原型に近い形式によるデータタイプ
　→ PDS(Planetary Data System)
　　 cf . FITS(Flexible Image Transport System),

　　　      CDF(Common Data Format)

②即座に利用可能な形態でのデータタイプ
　→ 1. 処理済みデータ
　　　　Geotiff, WMS  cf. JUDO/DARTS
　　 2. パラメータにより処理プロセスに関与できるもの
　　　　WPS  cf. UDON/DARTS
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II.現状のデータ流通におけるデータタイプと変換プロセス

利点：変換プロセスを駆使すればデータの可能性を引き出せる
欠点：データに関する様々なノウハウが必要

①観測時の値に近い形式によるデータ
惑星科学の場合
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②-1処理済みデータ

利点：データ操作のノウハウなしで扱える .
欠点：観測データから抽出できる情報の一側面のみ .
　　　変換プロセスが不明 .

・Geotiff, イメージファイル +ワールドファイル
・WMSなどを利用したWeb API
・ウェブアプリケーション

II.現状のデータ流通におけるデータタイプと変換プロセス

※惑星探査の事例
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②-2パラメータにより処理プロセスに関与できるもの
・WPS

II.現状のデータ流通におけるデータタイプと変換プロセス

利点：データ操作のノウハウなしで扱える .
　　　動的に処理済みデータを取得可能 .
欠点：観測データから抽出できる情報の一側面のみ .
　　　パラメータ指定以外の変換プロセスが不明 .

※惑星探査の事例
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III.オブジェクト指向的な
観測データ提供環境
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III.オブジェクト指向的な観測データ提供環境
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観測データに加え変換プロセスを同時に配信

1. データへのアクセスはサーバから取得された変換
　プロセスを利用する.

III.オブジェクト指向的な観測データ提供環境
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配信環境の実装次第では・・・
①データ利用の容易さ
ユーザはあたかもサーバ側での処理済みのデータを

　見ているかのよう。

②データ利用の自由さ
　変換プロセスの選択, パラメータ値によってデータの
　ポテンシャルを引き出せる。

③データリテラシー
「変換プロセス」をオープンソース化することにより、
ユーザはデータおよび変換プロセスの理解が深まる。

III.オブジェクト指向的な観測データ提供環境
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IV.サービスの仮実装

This document is provided by JAXA.



��

IV.サービスの仮実装
http://192.168.100.3/cgi-bin/wpc.cgi?REQUEST=GetCatalog&server=http://test_server
/cgi-bin/mapserv?/moon/kaguya_sp_wfs.map&layer=kaguya_sp

GetCatalog③のレスポンス④

データURI

処理プロセスリスト
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IV.サービスの仮実装

http://192.168.100.3/cgi-bin/wpc.cgi?REQUEST=GetProcessInfo&ProcessId=7

処理プロセス情報

プログラム情報
・プロセスを構成する
　プログラムソース

GetProcessInfo⑤のレスポンス⑥

・プロセスの扱い方
　・入出力のデータの型
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V.課題

1. 処理プロセスにおけるプログラム群の実装
2. 上記実装の構築方法
　・ライブラリとしての構築？
　・プラグイン的なコミュニティーによる構築？
3. 情報利用環境において進んでいる天文分野など
　の事例の検討
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